
 

 

 

 

 

 

 ＷＢＣ侍ＪＡＰＡＮの最後まであきらめずに戦う姿勢に感動しました。それ以上に戦う相手に敬意を

払う姿が素晴らしく、日本が世界に誇れる姿だと感じました。 

 子どもたちにとっても、本日令和 4年度の活動が終わり、現在の学年での学びを修了します。子ども

たちが次に登校するのは、新しい学年となる 4月 6 日（木）です。 

 新 1 年生が登校するのは 7 日（金）からになります。4 月には新しい気持ちでみんなが元気に登校

できることを願っています。春休み期間中は、病気やけが、事故に遭わないように気をつけて過ごし、

みんながそろって令和 5年度のスタートを切れるようにしてください。 

 

 

 本日、令和 4 年度の修了式を迎えました。1 年生から 5 年生までが体育館に集まって修了式を行い

ました。 

 6年生も含め、3年間のコロナ禍における臨時休校や自宅学習、活動の制限などあり、全校で集まる

機会は 2月の学校集会以来となりました。新型コロナウイルスも収束に向かっているものの感染症対策

は必要になります。先日の卒業式は、卒業生と職員は国歌・校歌斉唱と呼びかけ以外はマスクを外して

の式となりました。久しぶりに子どもたちの顔全体で表情を見ることができました。これからは face 

to face で表情を見ながらコミュニケーションをとることも増えてくると思います。相手に表情で嫌な

気持ちにさせないようにしてほしいと思います。 

 今年度をふりかえり、子どもたちは「最後まで」がんばることができました。6年生は卒業式で練習

してきたことを発揮することができました。また前日準備では、5年生みんなが「きれいな環境で卒業

式ができるように」という同じ思いで準備に取り組むことができました。 

 他の学年も最後まで自分たちが学習していることをあきらめずに取り組むことができました。 

 2月末の集会では、学校周辺のお菓子の袋などのゴミがたくさん落ちている状況を伝えると、遊びに

来た人たちがゴミ拾いをしてくれるなど、落ちているお菓子のゴミはほとんどなくなりました。また校

内の掃除も一生懸命最後までできる子が増えました。トイレのスリッパをそろえて後の人のことを考え

られる子が多くなり、みんなが「よりよい学校」に向けて思いを一つにしてくれた結果だとうれしく思

います。 

 4月からは新しい学年で新しい仲間、新しい先生と活動となります。今よりもよい河原田小学校にす

るためにみんなで心を一つにしてがんばってくれることを期待しています。 
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 修了式に続き、お世話になった先生方の離任式をおこないました。 

 2月末の集会で紹介した丸山先生を含めると 10名の先生方が 3月をもって退職されたり、転任され

たりすることとなりました。 

 それぞれお世話になった年数は違いますが、たくさんの職員が河原田小学校を去られることで不安な

面もありますが、入ってこられる職員と力を合わせて「チーム河原田」で子どもたちのために頑張りた

いと思います。 

 去られる先生方には、それぞれの職場でのご活躍をお祈りするとともに健康に気をつけて過ごしてい

ただき、機会があれば河原田小学校にお越しいただくことを待っています。 

 今までお世話になり、ありがとうございました。 

 

 

 春休みは学年末・学年始めの休業日となります。3 月と 4月で年度が変わり、慌ただしい時期となり

ます。 

 新しい学年の準備をしていただくとともに、「学校のきまり」を確認していただき、春休み中も規則正

しい生活を送ってもらうとともに、事故等に気をつけて 4 月 6 日に元気に登校できるようにしてくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 保護者の皆さまには、一年間学校教育活動にご支援・ご協力いただき、誠にありがとうございました。

大きな事故などもなく、一年間過ごせたのは、保護者の皆さまはじめ、地域の皆さんに子どもたちを暖

かく見守っていただいたおかげです。 

 子どもたちは一年間で大きく成長し新しい学年に向けて胸をときめかせています。新しい学年でも子

どもたちが全力で取り組めるように令和 5 年度も新しい職員ともども

取り組ませていただきます。引き続き、学校教育活動に対し、ご理解い

ただきますようよろしくお願いします。 

 一年間、学校通信をご覧いただき、ありがとうございました。4月か

らは回覧板では回しませんので、地域の方にもＨＰでご覧いただきま

す。 

 

お世話になりました 

春休みの過ごし方 

4 月 1 日からの道路交通法改正に伴い、「自転車の運転者は、ヘルメットをかぶるように努めなけ

ればならない」と道路交通法 63条の 11に明記されました。 

市内の交通事故事例でも、ヘルメットをかぶっていることで、命が守られたケースやヘルメットを

かぶっていなかったために小学生で亡くなった事例もあります。 

自分の命は自分で守るためには、「事故に絶対遭わない」という意識ではなく、「事故に遭うかも、

遭ったときに命を守るためには・・・」と考えて行動してほしいと思います。 

自転車や横断者の飛び出し事例も地域の方からよくあるとの話を聞きます。春休み中だけではあり

ませんが、自転車の運転は特に気をつけて過ごしてほしいと思います。 

一年間、ありがとうございました！ 


